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02 魅⼒ある教育の推進

姫路市の⾼等教育について
‣姫路市総合計画



○ 大学等の高等教育機関が、多様な教育
の機会を提供するとともに、自らの強みや
特色を活かした研究活動などを通じて、地
域社会の活性化に貢献している。

○ 本市には、大学・短期大学が５校あるほ
か専修学校も多数あり、これらの高等教育
機関は、社会人の学び直し（リカレント教
育）を含む人材育成や、産官学連携の
推進などを通じて、地域社会の持続的な
成⻑に重要な役割を担うことが求められて
いる。

○ 医療系⾼等教育・研究機構と県⽴はりま
姫路総合医療センターとの⼀体的な整備
など、本市の高等教育機関が持つ強みや
特色を伸ばしていくことで、高等教育機関
の魅⼒が⾼まり、多様な地域から⼈材が
流⼊し定着することが期待されている。

姫路市の⾼等教育について（姫路市総合計画）
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目指す姿 現状と課題

姫路市総合計画（令和３~12年度）において、姫路市の目指す都市像「ともに生き ともに輝く にぎわい交流拠点都市
姫路」を実現するため、「魅⼒ある教育の推進」として、以下の⾏動指針を定めている。



大学の特色を活かした
地域の活性化

• 包括連携協定等を通じた多様な
分野における市と大学との連携を
進めるとともに、公開講座等の開
催支援や大学施設の地域開放
の促進などを通じて、大学の有す
る⾼度・専門的な資源を地域に
還元することで、地域の活性化を
図る。

知の拠点としての
高等教育機関の充実

• ⼤学等の⾼等教育機関が⾏う多
様な人材の育成や産学連携など
を促進するため、地域における知
の拠点としての高等教育機関の
教育研究環境の充実を図る。

学びを支える
教育環境の充実

• 学生の様々な状況に対応した奨
学⾦制度により、学ぶ意欲のある
学生の就学を支援する。
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目指す姿を実現するための市の取組の方向性



企業・団体の役割
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産学連携等により、新たな技術・製品開発や
地域課題の解決に取り組む。

公開講座の開催や大学施設の地域開放、学
生ボランティア活動の推奨などを通じて、地域と
の関わりを深める。



姫路獨協大学の今後の在り方について
‣姫路獨協大学在り方審議会における
これまでのご意⾒と今後の論点
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03 魅⼒ある教育を
実現するために
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学校法人 獨協学園 本部
○ 公⽴⼤学法⼈化を要望した理由は、①ブランド化②授業料の低減③地域とのより密接な関わり、である。
○ 獨協学園が公⽴⼤学法⼈化後の⼤学経営に携わるという考えはない。ただし、現⾏の医療系学部の多職種連携等、
協⼒できる部分は多々あるので、そこは協⼒していきたい。

○ 姫路市の教育を考えて公⽴⼤学法⼈化を要望した。公⽴⼤学法⼈化が無理な場合、経営に軸⾜を移して考えざる
を得ない。

○ 基本的な運営の考え⽅として、学校法⼈内は学校ごとに独⽴採算制である。

姫路獨協大学の現状
姫路獨協⼤学在り⽅審議会における説明から

姫路獨協大学
○ 平成９年度から平成17年度にかけて志願者が急減した。学⽣を集めるためにとった⼊試制度改⾰（1科目入試の導
⼊、指定校推薦枠の拡⼤等）が裏目に出た。結果、ブランド⼒が低下した。

○ 経営の推移について、転換点となった平成17年度からは支出超過になっている。
○ 人件費を削減し、経営改善を図った。
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Q2
理想の結婚年齢は何歳ですか?
姫路獨協⼤学の現状についての意⾒①
姫路獨協⼤学在り⽅審議会における主な意⾒から

○ 大学の魅⼒

○ 姫路市は兵庫県第2の都市で、
新幹線も停まるし、神⼾も近い。
設置形態に関わらず、大学に
魅⼒があれば学⽣は集まる

○ 教育と経営は別ではない。良
い教育の提供は、大学の魅⼒
につながり学生が集まる。大学
の魅⼒をどう⾼めていくのかが、
最も⼤切な視点

○ 関⻄圏に多くの競合相⼿がい
る中で、特徴を出していかない
と定員割れが続く可能性がある

○ 薬剤師国家試験の合格率が
低い。18歳人口の減はどこも
同じであり、大学自身としての
努⼒が必要

○ 就職先など卒業後の未来が⾒
えれば、「選ばれる大学」になる

○ 公⽴⼤学法⼈化 ○ 姫路市の財政負担

○ 運営形態が公⽴⼤学法⼈に
変わるだけでは、姫路獨協⼤
学に魅⼒が出るわけではない

○ 公⽴⼤学法⼈化を要望する
前に、譲渡についての検討はし
たのか。廃校の選択肢も持って
いるのか

○ 学校法人獨協学園は、これま
で姫路獨協⼤学の⽴て直しに、
どのように関わってきたのか。獨
協学園からの資⾦的な⽀援等
まだ何かできる部分があるので
はないか

○ 公正な⺠間競争を阻害する懸
念があり、大学間の公平性が
損なわれる

○ 公⽴⼤学法⼈化すれば、自治
体から、年間何億円もの持ち
出しが懸念される

○ 姫路市の財政負担については、
自己評価ではなく、外部機関
と市がきちんと分析すべき

○ ⽼朽化施設の修繕費をしっか
りおさえておくべき
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Q2
理想の結婚年齢は何歳ですか?
姫路獨協⼤学の現状についての意⾒②
姫路獨協⼤学在り⽅審議会における主な意⾒から

○ 広報活動
○ ターゲットを分析した上で、高
校訪問等は積極的に⾏うべき

○ 広報活動が、学部の変遷やロ
ケーションに合わせてなされてい
ない

○ コロナ禍以前から、高校訪問
等の広報活動が減少している。
オンラインもうまく活用すると広
がりが期待できる

○ IR（大学機関調査研究）の
結果を踏まえた広報活動を⾏
うべき

○ 広報費の費用対効果の分析、
PDCAが甘い

○ 地域との連携・関わり ○ 大学経営と分析

○ 大学が「地域」で生き残るという
考え方が必要

○ ステークホルダーの考えを聞き、
大学として何ができるのか考え
るべき

○ 地域の人や卒業生に愛される
大学であるべき

○ 設⽴当初、姫路市から総額
50億円と用地等の財政支援
があったが、今の財務状況は累
積でどうなっているのか

○ 赤字に陥り始めたとき、10年
先を⾒越した財務諸表を作り
計画を⽴てたのか

○ 学部別の経営状況のデータを
提示してほしい

○ 姫路獨協大学として10年後、
20年後にどうあるべきか⾒据え、
計画を⽴てるべき。どこに魅⼒
を⾒出すのか、⼤学としての戦
略が必要

○ 全国の事例を参考に、大学改
革に取り組むべき

○ 経済波及効果

○ 定員割れによる経済波及効果
の損失額をどう考えているのか

○ 32年⼀括りで887億円ではな
く、大学の経営状況・学生の
状況の変動が分かるように提
示してほしい
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検討にあたっての今後の論点
Q.公⽴⼤学法⼈化の要望について、ど
う考えるか。

Q.公⽴⼤学法人化しない場合、学校
法人獨協学園に期待することは︖
❶事業譲渡︓他の学校法⼈による再建︖
❷⾃主再建︓学校法⼈獨協学園全体で再建︖
❸廃校の場合、姫路市への影響は︖

Q.大学が存続する場合、本市における
魅⼒ある⾼等教育の実現のため、
期待することは︖
❶選ばれる大学になるために
❷地域での存在感を発揮するために

‣参考 地⽅創⽣に資する魅⼒ある地⽅⼤学の実現に
向けた検討会議 取りまとめ（抜粋）
【目指すべき方向性】
❶ニーズオリエンテッドな大学改革を目指すべき
・人材ニーズ等を踏まえ、他大学との差別化により
「選ばれる大学」を目指す

❷地域でのプレゼンスを存分に発揮すべき
・地域産業の第二創業的なイノベーションや新産業の創出に
つなげるほか、産学連携により質の高い人材育成を⾏う。
また、⺠間や国公私を超えた大学間の連携・協働を


